
夢をかなえる４つの「Ｃ」  好奇心【Curiosity】 自信【Confidence】 勇気【Courage】 不変性【Constancy】 

グローバル化時代を見据え、より広い視野(GLOBAL)で、かつ、地元愛(LOCAL)にあふれる生徒を育成する 

 
 

  時津町立鳴北中学校 

 令和７年度 学校だより No.２ 

令和７年４月２５日 

文責 校長 山本将司 

４月１１日（金）、生徒会役員による対面式が行われました。生徒

会長の挨拶に始まり、その後は、生徒会の仕組みや学校生活につ

いて、それぞれの担当から説明がありました。 

それに引き続き、部活動紹介です。どの部も工夫を凝らしており、

毎年恒例となった先生方の飛び入り参加もあって、大変楽しい時

間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月２０日（日）、左底地区で運動会がありました。あい

にくの空模様で、鳴鼓小体育館での室内実施となりまし

たが、本校の生徒も元気に参加していました。なかでも、

今年度は、左底地区の自治会長さんを中心に、中学生

が参画する運動会にしようと、昨年のうちから準備を進

められていました。数回の打ち合わせを経て、「ドキドキ 

玉入れ」を実施しました。２年生の浅井穂羽さん、中村椛

蓮さん、藤原綾香さん、田中安和さんは、当日、競技の説

明や進行、審判などで活躍しました。他にも、運動会全

体の進行を務めたり、競技でも一生懸命に走ったりと、

本校の生徒の活躍を見ることができるとともに、地域と

の一体感を感じた一日でした。左底地区のみなさん、ありがとうございました。 

４月１５日（火）に、地域の方からうれしいお知らせがありました。内容は、本校の生徒１０名程度が、下校途中に

重たそうな荷物を持っている高齢の方を見つけ、声をかけて、自宅近くまで荷物を運ぶのを手伝ったとのことでし

た。この光景を見た地域の方が、「非常に良い光景であったため、学校に伝えたい。」「とても温かい雰囲気で素晴

らしかった。」とのことで、学校へ連絡をくださったというのです。困っている人に手を差し伸べる行為が本当にすば

らしいし、地域の中で、本校生徒が誰かの力となり、地域に貢献する行動であったことが喜ばしいことです。 

１１名の２年生に拍手を贈りたいと思います。 

地域の一員として（左底地区運動会） 

 

生徒会対面式と部活動紹介 

 

うれしい知らせ（地域における善行について） 

 

2-1 岩永慎太郎さん、大庭充稀さん、渕心陽さん、本川裕稀さん 2-2 岩瀬康翔さん、東雲共世さん 

2-2 髙藏大耀さん、村橋武さん、山本莉央さん 2-3 萩本盛太朗さん、宮内さらさん 


